
会議録 

 

 

会 議 の 名 称 所沢市子ども・子育て会議（令和４年度第１回） 

開 催 日 時 
令和４年５月１９日（木） 

午前１０時００分から午前１１時４０分まで 

開 催 場 所 市役所８階大会議室 

出 席 者 の 氏 名 （会議録別表１）のとおり 

欠 席 者 の 氏 名 （会議録別表１）のとおり 

説明者の職・氏名  

議 題 
（１）各事業の進捗状況報告 

（２）その他 

会 議 資 料 

・資料１：第２期所沢市子ども・子育て支援事業計画 令和

３年度進捗状況報告 

・資料２：ヤングケアラー関係資料 

・追加資料１：事前に頂いたご意見一覧 

・追加資料２：就学前児童の人口及び入園申込者数の推移 

・参考資料１：第２期所沢市子ども・子育て支援事業計画  

令和３年度 見直し版 

担 当 部 課 名 

こ ど も 未 来 部  町田部長、市來次長 

こ ど も 政 策 課  一色課長、川名主査、高橋主査、 

木下主任、河野主任、長友主事 

こ ど も 支 援 課  清水課長、美甘主幹 

こ ど も 福 祉 課  岩雲課長 

青 少 年 課  三上課長、相笠主査 

保 育 幼 稚 園 課  田中課長、青木主幹 

健康づくり支援課  並木課長 

（事務局）こども未来部こども政策課 電話 04-2998-9415 



会議録 

 

 

（会議録別表１） 

所沢市子ども・子育て会議委員会名簿 

 

 氏 名 出欠席状況 選出母体等 

１ 佐藤 愛子 欠席 市民公募 

２ 下村 友香 出席 市民公募 

３ 齊木 景子 出席 市民公募 

４ 津村 亜紀子 出席 市民公募 

５ 野本 理恵 出席 所沢商工会議所 

６ 渡辺 良雄 欠席 所沢地区労働組合協議会 

７ 渡辺 由美子 欠席 所沢市私立幼稚園協会 

８ 川口 貴史 出席 埼玉県保育協議会 

９ 後藤 泰秀 出席 地域型保育事業運営団体 

１０ 小松 君恵 出席 地域子育て支援拠点事業運営団体 

１１ 秋山 展子 出席 学校法人 秋草学園 秋草学園短期大学 

１２ 仲田 智宏 出席 所沢市立小中学校校長会 

１３ 小沢 貞泰 出席 所沢市放課後児童対策協議会 

１４ 佐々木 弘子 出席 所沢市民生委員・児童委員連合会 

１５ 中村 芳江 出席 子ども・子育て支援関係者 

１６ 田口 眞弓 出席 子ども・子育て支援関係者 
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発 言 者 審議の内容（審議経過・決定事項等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ 開 会 ～ 

■ 欠席者等の報告 

■ 会議成立の報告 

■ こども未来部長挨拶 

■ 委員・職員自己紹介 

■ 会長・副会長の選出 

■ 会長・副会長挨拶 

■ 会議の公開・非公開等の検討 

会議は原則公開、会議録の記録方式は発言内容を簡潔に記載

し、発言者名を記載しない要約方式、会議録の確定は会長によ

る承認によるものとして了承された。 

■ 資料の確認 

■ 傍聴者の確認（１名あり） 

 

≪議題１≫ 

～事務局より資料１に基づき説明～ 

 

質問１ 

１歳児の待機児童については、これまでも何度か説明があり、また、

放課後児童クラブにおいては、狭隘化や大規模化について、支援単位

を増やすなどの対策が進められていると理解しているが、おおむね令

和４年度末までに待機児童が解消できる見通しであるかどうか、確認

したい。 

質問２ 

新型コロナウイルスワクチンについて、大人については、昨年の段

階で全人口の８割が接種したとの報道がされているが、所沢市の子ど

もの接種率はどうなっているのか、分かるのであれば教えてほしい。 

また、所沢市の場合、ワクチン接種の予約の際に LINE を使ってい

るため、うまくこのシステムを使えば、子育て世代の親や子どもの友

達関係ができるのではないか。先ほど、広報誌やホームページで事業

の周知を図っているとの事務局説明があったが、子育て世代や子ども

のところに必要な情報を直接伝えていくことができるのではないか

と期待している。 
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事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問３ 

昨年１１月～１２月頃に、小手指公民館で開催された里親・里子の

紹介をする研修会に参加した。近隣市（入間市・狭山市・飯能市・日

高市）と比べて、所沢市は里親・里子の人数が比較的多いとのことで

あった。こういった家庭に対する情報提供、ケアはどのように展開さ

れているのか、教えてほしい。 

 

質問１について 

（こども政策課） 

保育園の待機児童については、後ほど、議題２で改めて説明させて

いただきたい。 

 

（青少年課） 

放課後児童健全育成事業については、第２期子ども・子育て支援事

業計画策定時には、令和４年度に量の見込みと確保の内容を一致させ

る計画となっていた。この数値については、児童クラブの登録児童数

と実際に利用している児童数の割合を表す実利用率を採用しており、

実数の７割程度となっているが、コロナの影響により、密の解消につ

いて早急に対応する必要が出てきたことから、来週開催予定の放課後

児童対策協議会において、計画の見直しについて、ご意見をいただく

予定となっている。 

 

質問２について（健康づくり支援課） 

子どものワクチン接種率については、本日は情報がないため回答で

きない。子どものワクチン接種は、個別接種のためかかりつけ医が主

で LINE登録者は多くないと捉えているが、所管である健康管理課へ、

戴いたご意見をお伝えしたい。 

 

質問３について（こども支援課） 

里親に里子を預ける手続き等については児童相談所で行っている

ため、詳細な人数は把握していないが、市の人口が多いため人数とし

ても多くなるということが考えられる。 

また、情報提供については、窓口でチラシやパンフレットを配布し

たり、里子希望の方には児童相談所を案内したりしている。 
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委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新規事業（子育て短期支援事業）について伺いたい。 

第２子の出産時に、育児休暇を取得する父親は増えてきているが、

それでもどうしても上の子の預け先がないという問い合わせを受け

ることがある。そういった方も対象として利用できるのであれば、良

い事業ではないかと思う。こういった事業は、利用者が申請しないと

利用できないということになるため、利用者に分かりやすいように、

周知してほしい。 

また、コロナ禍で０～１歳児の母親は孤立している状況にあると思

う。昨年度、市がインターネットで実施したアンケート結果では、「集

まって交流したい」という要望があった。コミュニケーションをとれ

なかったり、窓口にも来られないという母親も多いと思われる。 

LINEを含め、SNSなどの活用により、若い対象者向けに所沢市の子

育て支援事業をもっと身近に感じて利用してもらえるように、ピンポ

イントで伝えていくことを、今後、会議の中でも検討してほしい。 

 

（こども支援課） 

子育て短期支援事業については、原則７日間という短期での利用と

はなるが、保護者が入院した場合でも、利用可能な事業である。利用

にあたっては、実際の預け先となる里親との事前面談など、調整が必

要となる場合があることから、市民の方々へ広く周知することは難し

い面もある。 

事業が４月に始まったばかりということもあり、現時点では、以前

からこども支援課へ相談いただいている方で必要な方々へ案内して

いくような運用を考えている。 

なお、所沢市内に里親は４１組おり、このうち、この事業にご協力

いただける里親は５組となっている。 

 

（こども政策課） 

WEBの活用については、市としてもどのような取り組みができるか

意識を高めて、勉強していきたいと考えている。今後の状況について

も、何らかの形で報告できたらと考えている。 
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委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域子育て支援拠点事業について伺いたい。 

所沢市の場合、児童館でも拠点事業を展開するなど、各行政区で充

足していて、非常に素晴らしい取り組みをしているものと感じてい

る。 

発達に不安があり、配慮が必要な子どもが増えているということが

気になっている。こどもと福祉の未来館では、ルピナスとマーガレッ

トが隣接していてコミュニケーションがとりやすく、サポートしやす

い状況にあるが、他の地域子育て支援拠点では、サポートがうまくい

かないこともある。母親にとって身近にある場所で相談を受け、専門

窓口につなげていくということが、今後の課題になってくると思われ

るので、よろしくお願いしたい。 

なお、行政の事業の充実だけでなく、民間の自主的なサークル活動

も活性化するようバランス面にも配慮をして体制づくりをすすめて

欲しい。 

 

（こども支援課） 

コロナ禍で、対象者を広げた新しい事業は興しにくいところがある

が、地域の方々との関係を深めていく事業を実施していくことは良い

ことだと思う。コロナの状況を見ながらということにはなるが、例え

ばルピナスなどで、可能であれば近くの学生や地域の方々と共同で事

業はできないか模索していきたい。 

 

（こども福祉課） 

地域子育て支援拠点事業というカタチではないが、こども支援セン

ターの発達支援として、地域の保育園・幼稚園から発達の気になる子

どもについて相談があった場合、専門職員が施設に出向いて相談に乗

り、子どもへの支援方法等について、保育園や幼稚園の先生と一緒に

考える場を設けている。 

 

（青少年課） 

児童館で行っている地域子育て支援拠点事業でも、発達の気になる

子どもの相談が増えている傾向が見受けられる。児童館では、地域の

保健師や、国立秩父学園等の専門機関と連携して対応しており、子ど

もへ必要な支援ができるように日々スキルアップを図っている。 
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副会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪議題２（その他（「ヤングケアラー」に関する意見交換））≫ 

～事務局より資料２に基づき説明～ 

 

私自身もヤングケアラーという言葉を知ったのは新聞記事からで

ある。ここ１～２年話題になってきているし、県議会などでも話題に

なっているようだ。 

私の身近であった例として、母親の介護・看病のために、父親と子

どもが寄り添って尽くしていたというケースがあった。 

今まで表に出てきていなかったが、そういった人たちが確実にいる

ということを身をもって経験した。 

これから、新しい日本の社会を作っていくのは子どもたちであると

いうことを考えると、子どもたちの学びや貴重な時間を、家族の介護

などに使わずにすむ世の中を作っていかなければいけないというこ

とを非常に感じている。 

例えば、令和２年度に埼玉県が作成した児童虐待ハンドブックで

は、児童虐待は、「この傷おかしいな」などと思ったら、すぐに通告

しなければならないと義務になっている。同じく県が作成したスクー

ルソーシャルワーカー活用ハンドブックには、ヤングケアラーの問題

は、ネグレクトや精神的虐待にもつながる場合があるとされ、その原

因には貧困などがあると記載されている。  

行政も政府もいろいろな施策を考えていることとは思うが、子ども

の学びや育ちを大切にするために、もし自分が介護や医療が必要とな

った場合には、子どもや家族を頼りにするのではなく、行政や社会、

福祉を積極的に活用していくことをみんなで共有できればと考えて

いる。 

今、非常に感じているのは、「辛いから助けてください」となかな

か言い出せない、人に頼ることを避ける人がいるのではないかという

ことだ。我が家の問題だから、人を頼ってはいけないんだと思ってい

る方もいるのではないかと感じる時がある。つらい時に「つらい」と

伝えて良いんだよと発信すること、学校現場では、「相談する力」の

大切さを伝えている。 

せっかくこの会議があるのだから、色々と施策を練って、行政も

色々な事業を行っているということ、苦しいときは頼って良いんだよ
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委員 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ということを発信していくことが必要だと思う。 

 

介護保険制度ができて、高齢者については、関係者が集まった担当

者会議が開かれており、この会議の中で、子どものケアラーの情報も

把握できることがある。今後、プライバシーを尊重しながらも、市が

事務局となって、学校を会場とするなどして情報共有できるケース処

遇に関する担当者会議を開くことができると良いと感じている。 

 

先日、ＮＨＫでヤングケアラーの特集番組が放映されており、色々

なことを感じた。 

先ほどの委員の話にもあったとおり、中心に考えるべきは、やはり

子どものことだと思う。背景には子どもの貧困の問題もあり、どの辺

を切り口にこのことを考えていくべきかということは、まだ整理がつ

いていない。また、ヤングケアラーという言葉そのものの定義も定ま

っていないなか、言葉だけが先行してしまうと、雨戸を閉めたり、新

聞をとってきたりすることもヤングケアラーとしてくくられてしま

い、子どもが手伝いそのものをしなくなってしまう恐れがあることも

心配しておかなくてはならない気がしている。 

この他、里親の話も含めて、ここ数年夫婦別姓や LGBTQなどがテー

マとなりがちなのは、結局のところ、家族とは何だろうということが

問われている気がする。これは国や行政がどうしなさいというテーマ

ではなく、一人一人が考えていくべき問題ではないかと思う。 

 

ヤングケアラーを含めた、子どもの貧困関係についての情報提供に

なるが、埼玉県と埼玉県内経済６団体で、「未来を担う子供たちへの

支援に関する協定」を締結した。明日、初会合が予定されているのだ

が、埼玉県は中小企業の数が全国５位、就労者数も約２６０万人おり、

中小企業の経済団体が子どもの応援を始めたということで、やっとこ

こまで来たかという気がして期待している。 

ここでも、ヤングケアラーに関しては、「実態が分からない」、「何

をもってヤングケアラーなのか」といった議論がなされているが、支

援したい気持ちがある。今後、進捗があった場合には市には伝えてい

くが、取り急ぎ中小企業、産業界でも子どものことを応援したいとい

う機運が盛り上がっているということをお伝えしたい。 
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委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

保育施設を運営しているが、親が病気であることを理由に保育園を

利用する子どもが毎年いる。例えば父親が病気で、母親が働いていて、

兄弟３人というような家庭など、気になる家庭が結構あるため、心配

している。将来的にヤングケアラーになる可能性がある子どもかもし

れないと考えると、そのような家庭の情報を、子どもが卒園後に利用

する施設と共有できるシステムがあるといいのではないか。 

保健センターやこども相談センター等と関わっていない家庭の子

どもはノーマークとなってしまうという実状があるので、少しでも関

係機関と情報共有できるような活動が出来ると良いと思っている。 

 

埼玉県保育協議会では、子どもの貧困に対応するため、衣類を購入

できない家庭からの要望に応じて、衣類を送る「衣類バンク」事業を

他団体と協力して実施している。 

私自身も保育施設を運営しているが、子どもの虐待に関すること

や、心配のある家庭の見守りなどについて、こども支援課と協力して

おり、子どもの状況等について月々の報告等を行っている。 

その他、卒園児を含め、関与している事案について、定期的に行な

われるカンファレンスに参加するなど、児童相談所や学校とも協力し

て対応している。 

また、現在、小学校では、家庭訪問が行われていないと聞いている。

保育園の場合は、親と一緒に登園してくるため、その場で保護者と話

ができることなどから、家庭の状況を把握できるが、学校の場合は、

なかなかそのような機会がない。昔のように家庭訪問を行えば、子ど

もや親の家庭での様子もわかり、家庭の状況が把握できるのではない

か。保育園は、虐待が疑われる事案を発見した場合、報告しなければ

ならないが、それは、学校でも同じことである。学校から児童相談所

へつなぐ必要のある事案を発見するための機会のひとつになるので

はないかと思う。 

 

ヤングケアラーの件は重要な課題だと捉えている。時間の都合があ

るため、次回以降に引き続き議題として取り扱いできるよう事務局と

相談したい。 
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委員 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪議題２（その他（就学前児童の人口及び入園申込者数の推移））≫ 

～事務局より追加資料２に基づき、待機児童数の速報値を報告し、

就学前の児童数と入園申込者数の推移を説明～ 

 

コロナによる預け控えや育児休業制度の定着などにより、埼玉県内

でも全体的に０歳児の需要は減少している。所沢市でも、０歳児枠の

1歳児枠への転換が進んでいる。 

例えば、今まで０歳児を９人受け入れていた保育園が、０歳児を６

人にして、代わりに１歳児を多く受け入れるという施設がでてきてい

る。 

 

待機児童となった家庭の４月以降の状況について、把握していれば

教えていただきたい。 

 

（保育幼稚園課） 

入所に至らなかった子どもについては、主に、認可外保育施設等を

利用しているものと認識している。 

 

子どもを預けられなかった親は、認可外保育施設に預けることで仕

事が継続できているのか、または仕事への復帰を１年延期しているの

か等の実態を把握することは、働く女性の支援にもつながっていくこ

とだと思うので、できれば明確にして、対策等をしてほしいと思う。 

 

以上で、本日の議事を全て終了する。 

 

■次回開催の案内 

８月下旬の開催を予定 

 

～閉 会～ 

              

  

 


